
第４回中国地域スマート農業モデル研究会 2022年3月14日（月）

中国地域スマート農業ラボ（広島拠点ラボ）の取組状況

その1

広島大学 大学院統合生命科学研究科 教授
生物生産学部長
広島拠点ラボ代表

三本木 至宏
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スマート農業＝農業×先端技術（農林水産省の定義）

「スマート農業」とは、「ロボット、AI、IoTなど先端技術

を活用する農業」のこと

→「生産現場の課題を先端技術で解決する！」

２



？

気候変動・
市場変動等の
リスク低減

栽培・飼養
管理

データ収集

省力化・軽労化・
精密化等により
生産性向上

スマート農業を抽象化すると…

インプット

プロセス

アウトプット
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広島大学に生物生産学部の前身・水畜産学部が設置

水畜産学部から名称が生物生産学部に変更

4プログラムに再編統合 ・水圏統合科学
・応用動植物科学
・食品科学
・分子農学生命科学

1プログラムを新設 ・国際生物生産学

1949
昭和24

1979
昭和54

2019
令和1

広島大学生物生産学部の歴史

DNA二重らせん構造

SDGsの概念

スマート農業
が国の施策に

遺伝暗号解読

クローン羊誕生

４

1953

1961

2000

1996

2011



4プログラムに再編統合

・水圏統合科学

・応用動植物科学

・食品科学

・分子農学生命科学

1プログラムを新設

・国際生物生産学

スマート農業につながりうる学部での教育研究

・水産学

・畜産学、生産農学

・農業経済学、農芸化学

・分野特定せず（先端研究）

・分野特定せず（グローバル展開）

（獣医学、農業工学、森林学・林産学はない）

５

農学における基本研究分野

2019
令和1

スマート農業ラボ（広島拠点ラボ）設置

～中国地域で足固め、そして世界へ～

2021

令和3



水産学
• 加藤亜記准教授

• 専門：海藻養殖、海藻類の多様性
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福山市で盛んなノリ養殖の網

水産学
• 小原静夏助教

• 専門：微細藻類、海洋環境学
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水産学関連施設紹介：練習船豊潮丸 ８



畜産学
• 杉野利久教授

• 専門：乳牛栄養生理学

IoTを用いたスマート酪農技術の開発

・子牛の体格センシング
・牛舎換気制御による個体管理
・ウシ飼養オントロジー（共通語彙）の構築

９



10



畜産学関連施設紹介：農場の搾乳ロボット 11



バイオマス・ビレッジ構想 ～炭素循環を基にした中山間地域のスマート農業～

バイオマス発電

電力排熱 CO2燃焼灰

CO2施
肥

電力会社

生産者

広島大学

稲わらもみ殻

バイオ炭

混合有機肥料

林業
豊富な森林資源へアクセス可能

農業
・担い手不足
・不適な環境条件
・物流からの隔離

モノづくり企業スマート施設栽培

環境制
御

加温/冷却

栽培管理の省力化，バイオマス発電副産物資源の有効活用

共同研究

有機農業＋炭素貯留

高付加価値化，炭素循環モニタリング

広島大学

共同研究

‘有機栽培米’ブランド化
（有機JAS認定）

バイオマス燃料

肥料

米ぬか

有用化学品
（バニリン等）

家畜糞尿

普及・実用化支援

化石燃料脱却＋担い手問題解決＋高付加価値化＋雇用創出→持続可能な農村

生産農学
• 冨永淳助教

• 専門：光合成、バイオマス利用、植物工場、生育診断
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生産農学関連施設紹介：圃場 13



農業経済学
• 細野賢治教授、長命洋佑准教授

• 専門：マーケティング戦略、食農連携

農匠自動給水機「ポセイデン」の詳細＜https://www.noshonavi.co.jp/mirai_monitor/＞

これからのスマート農業

●「データ利用」によるイノベーション

●スマート農業にこそ「現場目線」を

●作物は適地適作、「適した技術」を
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農匠自動給水機「ポセイデン」（㈱サタケ豊栄製造）

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.noshonavi.co.jp%2Fmirai_monitor%2F&data=04%7C01%7Csambongi%40hiroshima-u.ac.jp%7Cdcc6b9ab49f54146844508da12d9dd4f%7Cc40454ddb2634926868d8e12640d3750%7C1%7C0%7C637843024167587516%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000&sdata=SFzo90KzPW6IJoeg2%2FEtiE8Uo4EwdfkWYvcldgdHHw0%3D&reserved=0


4プログラムに再編統合

・水圏統合科学

・応用動植物科学

・食品科学

・分子農学生命科学

1プログラムを新設

・国際生物生産学

スマート農業につながりうる学部での教育研究

・水産学

・畜産学、生産農学

・農業経済学、農芸化学

・分野特定せず（先端研究）

・分野特定せず（グローバル展開）

（獣医学、農業工学、森林学・林産学はない）

農学における基本研究分野

2021

令和3

2019
令和1

スマート農業ラボ（広島拠点ラボ）設置

～中国地域で足固め、そして世界へ～
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1年半の実験結果20分の計算結果

RMSD: 0.45 Å

■私が今研究している蛋白質のアミノ酸配列
GLPYPEGYRFWTHVKSMELKPGHPLYESFGGLHHIYVNPTGLRTYL
EGKKAPFPKGTVIVFDLLEAKVEGNALLEGPRKLIGVMAKDPGRYP
DTGGWGYYAFGPDKKPLAIDPKACHACHQGAANTDYVFSAFRP

AI(AlphaFold2)

構造の重ね合わせ

世界共有の農業関連データベースをつくることも大切なのでは？

農芸化学
• 三本木（蛋白質科学）

• 世界で共有するビッグデータをAIでプロセスされた例を紹介
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広島大学生物生産学部でのスマート農業、振り返り

プロセス
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インプット アウトプット



外部ネットワーク

広島県中小企業診断協会

アクシスコーディネート(株)

広島県農業経営者サポートセンター
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